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研究要旨 

今年度は、国立がん研究センターがん対策情報センター（NCC-CIS）が提供するがん情報

サービスに関して、がん診療連携拠点病院の観点から、その情報作成・提供に求められるこ

とを明らかにすることを目的とした。NCC-CISによるがん情報サービスに関して、がん情報

編集委員会およびその前段階であるがん情報企画委員会に、がん診療連携拠点病院の管理

者としての立場から参画し、がん診療連携拠点病院の立場から、効果的な情報発信のあり方

を検討した。その結果、がん情報サービスのコンテンツ作成・編集過程の問題点に関して、

がん診療連携拠点病院においてがん相談支援センター長を経験した者として、さらに現在

の管理者としていくつかの提案を行った。特に、国民やがん患者・家族だけでなく、がん相

談員を含むがん医療者にとっても必要かつ十分な情報を提供するためには、がん情報サー

ビスだけで完結するのではなく、関連学会等とのコラボレーションによる詳細度の異なる

コンテンツの相互リンクなどを模索することも効果的ではないかと考えられた。 

A． 研究目的 
国立がん研究センターがん対策情報センター（NC

C-CIS）が提供するがん情報サービスに関して、がん

診療連携拠点病院の観点から、その情報作成・提供に

求められることを明らかにする。

B． 研究方法 
1. NCC-CISによるがん情報サービスに関して、が

ん情報編集委員会およびその前段階であるがん

情報企画委員会に、がん診療連携拠点病院にお

いてがん相談支援センター長を経験した者とし

て、さらに現在の施設管理者（院長）としての立

場から参画し、実際の作業工程に関与する。

2. その過程を通じて、がん情報サービスのコンテ

ンツ作成の運用過程や問題点を理解し、がん診

療連携拠点病院の立場から、効果的な情報発信

のあり方を検討する。

（倫理面への配慮）

本研究における情報の分析・調査については、原則

として匿名化したデータを扱うため、個人情報保護

上は特に問題は発生しないと考える。

C． 研究結果 
1. がん情報サービスのコンテンツ計画・作成のた

めのがん情報編集委員会に外部委員として参加

し、実際のコンテンツの修正や査読に継続的に

協力した。

2. さらに、編集委員会の前段階であるがん情報企

画委員会にも外部委員として参加することで、

コンテンツ編集のあり方や枠組みなどへの提案

を継続的に行った。

3. がん情報サービスのコンテンツ作成・編集過程

の問題点に関して、がん診療連携拠点病院にお

いてがん相談支援センター長を経験した者とし

て、さらに現在の管理者として以下の提案を行

った。

・がん相談支援センターのがん相談員にとって、

急速な発展を伴う現代のがん医療について、タ

イムリーな情報の提供や更新が求められること

・国民に理解しやすいコンテンツを提供するこ

とは重要であるが、一方で医療者への情報提供

として十分であるかどうかのバランスを考える

必要があること

・そのバランスを考える際には、がん情報サー

ビスだけで完結するのではなく、ガイドライン

を作成している関連学会等との連携を模索する

必要があること

D．考察 
NCC-CISによるがん情報サービスは、そのアクセ

ス数からみても、国内で最も重要ながん情報発信コ

ンテンツであることは明白である。しかしながら、そ

のコンテンツ数は膨大であり、一方でがん医療の急
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速な発展をキャッチアップすることは容易ではない。

更新されないコンテンツは、むしろ害を及ぼす可能

性さえある。実際のがん患者・家族へのタイムリーか

つ正確な情報提供者としてのがん相談員の役割は重

要である。その意味で、がん診療連携拠点病院が求め

るがん情報は何かを常に念頭においてコンテンツを

提供することも重要であろう。その際に、国民やがん

患者・家族が理解できる内容であることが大前提で

あるものの、がん医療者側にとって十分な内容にな

っているかの検討が必要だと考える。例えば、昨年度

に本研究班で行った食道がんのコンテンツに関する

日本食道学会とのコラボレーションは、今後の過不

足ないがん情報提供のモデルケースになるのではな

いかと期待される（Toh et al. Creation and provi
sion of a question and answer resource for eso
phageal cancer based on medical professionals' 
reports of patients' and families' views and pre
ferences. Esophagus 2021;18:872-879.）。すなわ

ち、国民やがん患者・家族に理解できる平易な内容の

がん情報サービスのコンテンツと、食道学会がホー

ムページに掲載している食道がんの一般向けのコン

テンツ（がん情報サービスよりかなり専門的な内容

も含む）が、相互にリンクを張ることで、平易な内容

⇒より詳細な内容、詳細な内容⇒より平易な内容へ

とシフトできるシステムである。今後、がん情報サー

ビスだけで完結するのではなく、関連学会等とのコ

ラボレーションを模索することが、国民やがん患者・

家族へのがん情報の提供のベースになる可能性があ

ると考える。 
  
E．結論 
がん情報サービスのコンテンツ計画・作成にがん

診療連携拠点病院の立場から参加し、その作成過程

を理解し、国民やがん患者・家族とがん相談員を中心

とする医療者双方の満足度を高めるためのより効率

的な方法を提案した。 
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